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〈論 文〉 
ニーズの発見法・認識法としての目的（機能）展開法 
─ ワークデザインによる新商品企画 ─ 
黒 須 誠 治 * 
 
Purpose (Function) Expansion Method as Method of Search and 
Recognition of Needs 
─ Concept Making of New Product by Work Design ─ 
Seiji Kurosu 
 
Abstract 
The first step in product planning is to understand the needs of the customers.  Next, the article 
satisfying the needs grasped is designed.  The designed thing is produced experimentally (physically).  
The work of the product plan becomes like this.  How will the needs to plan a new product be 
grasped?  The Purpose (Function) Expansion Method of Work Design is usable for work to grasp 
needs.  In addition, we can use the systems architecture of the Work Design for work to make a thing 
satisfying the needs grasped. 
 
要  約 
商品企画を行う最初の手順は、客のニーズを把握することである。つぎに、把握したニーズ
を満たす物を設計すること。そしていくつか設計してみて、売れそうな物が設計できたらそれ
を（物理的に）試作する。商品企画の作業を大きく分けるとこのようになる。ここで、新商品
を企画するための「ニーズの把握」とはどのようにすることだろうか。ワークデザインの目的
（機能）展開は、ニーズを把握する作業に有効に使えることを示す。 
 
 1 ．はじめに 
商品企画を行う最初の手順は、客のニーズを把握することである。つぎに、把握したニーズを満たす
物を設計すること。そしていくつか設計してみて、売れそうな物が設計できたらそれを（物理的に）試
作する。商品企画の作業を大きく分けるとこのようになる。 
ここで、新商品を企画するための「ニーズの把握」とはどのようにすることだろうか。ニーズを把握
するとは、新ニーズを「調査する」ことなのか、あるいは潜在していると思われるニーズを「発掘す
る」ものなのか。または、ニーズを「探索する」ものなのか、「発見する」ものなのか。さらにはニー
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ズを案出するものか、あるいはニーズは創造するものなのか。 
本稿では、ニーズを把握するとは、ニーズを発見して、発見したニーズを言語で表現することと考え
る。発見から言語表現までの過程を「ニーズの把握」と呼ぶことにし、言語表現されたニーズを「認識
されたニーズ」と呼ぶことにする。 
一方、把握したニーズを満たす物を「設計する」とは、どうすることか。「設計する」という作業は、
「作る」という作業が中心である。ニーズを満たす物をどのようにして作っていくか。 
ワークデザイン１）の目的（機能）展開は、ニーズを把握する作業に使える。また、ワークデザイン
のシステム設計作業手順は、把握したニーズを満たすものを作る作業に使える。もともとワークデザイ
ンは、“作業の設計”をめざして開発された手法であった。その後、ワークデザインは作業の設計だけ
でなくさまざまな面に応用できる２）３）４）ことがわかってきたが、さらに本研究では、目的（機能）展
開法がニーズの発見に有効に使えることを例示する。 
 
 2 ．ニーズの発見 
ニーズは従来から、なんらかの方法で見つけられてきたと考えることができる。というのは、商品が
従来から消費者あるいはユーザーに受け入れられてきているからである。 
では、ニーズはどのようにして見つけられてきたか。そして、ニーズの発見法にはどのようなものが
あるか。 
このことを考えていくために、新型の「手袋」という商品を企画することを例として考えてみよう。 
 
 2 ．1 ニーズの見つけ方 
まず、思いつくままに、手袋について新しいニーズらしきものを見つけ出す作業を列挙してみよう。 
（ 1 ） 客であると考えられる人に、その人の求めている物はどのようなものかを尋ねる 
たとえば、客と考えられる人に、どのような手袋が欲しいですかと尋ねる。その結果、つぎのよう
な答えが返ってきたとする。「暖かい手袋で、手袋をしたまま自由に鉛筆で字を書いたり、タッチパ
ネルの液晶画面を操作できたりする手袋が欲しい」という答えであれば、これはこの客個人のニーズ
であるということができる。そしてこのニーズに対応する手袋を設計すれば、 1 つの商品企画がで
きたことになる。 
ところで、この客はこのようなニーズをどのようにして考えたか、あるいは思いついたか、それと
も発見したか。 
（ 2 ） 現在存在する物の欠点を挙げて、その欠点が発現しないように考えるか、欠点を少しでも減ら
すように考えて、それをニーズとする 
これは欠点列挙といって、古くからいわれている方法である。手袋の例でいうと、現在の手袋は、
それを嵌めたままではタッチパネル操作ができない、という欠点を挙げて、「タッチパネル操作がで
きるような手袋」というのをニーズにするという考え方である。 
この方法は、改良とか改善とかいう言い方にも関連する。 
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（ 3 ） 何人かの客に尋ねて、彼らの回答群を参考にして、ニーズをまとめる 
たとえば、客 A は「暖かい手袋が欲しい」と言い、客 B は「手袋をしたまま鉛筆で字を書ける物
が欲しい」と言い、客 C は「手袋をしたままでタッチパネルの液晶画面を操作できる手袋が欲し
い」と言ったとする。そしたら、この 3 人の客の要望をまとめて、「暖かい手袋で、手袋をしたま
ま自由に鉛筆で字を書いたり、タッチパネルの液晶画面を操作したりすることができる手袋」をニ
ーズとする。 
この考え方は、（ 1 ）よりも方法的である。なぜなら思考の手順がひとつ加えられるからである。
加えられた 1 つの手順とは、 3 人の要望を「纏める」という思考手順である。 
また、（ 1 ）の方法は、一人の客が発見したニーズをそのままニーズとして採用したものであるの
に対して、本方法は 3 人の客が表現したニーズを参考にして、作り手が新たにニーズを纏め上げた
ともいえる。これは単に“纏め上げた”という言い方に留まらず、新しいニーズを発見したというこ
ともできなくはない。 
（ 4 ） 多くの客の雑談などを聞いて、そこからニーズを纏め上げる 
たとえば、普段から手袋に関する話や情報を、雑談や世間話に加わることによって聴取、あるいは
新聞や雑誌を読むことやインターネットで調べるなど、種々の方法で入手して、そこから手袋の新た
なニーズを纏めていこうという考え方である。 
これをあえて手順的に述べるとつぎのようになる。まず、ニーズを引き出そうとする物を決める。
たとえば手袋。つぎに手袋に関することならどんな情報をも、あらゆるところから、聞いたり、見た
り、調べたりする。そして、それらの情報をもとにいくつかのニーズを引き出す。引き出したいくつ
かのニーズをまとめあげる、という手順になる。 
この方法も昔から多くなされているやり方であると推定される。ただ、昔は今のようなインターネ
ットの時代と比べて情報を取るのが便利ではなかった。そのため、営業マンが雑談を聞いてくるとか、
町を歩き回って見聞するなど、足や体を多く使った。 
（ 5 ） 多数の人の考えや意見を統計的に処理して、ニーズを明確化する 
これは、まず多数の人の考えや意見をアンケートなどによって採取する。採取したデータを統計処
理する。処理は、回帰分析や、判別分析、主成分分析あるいは因子分析、多次元尺度構成法などを使
う。処理結果から何らかの暗示を得、あるいは仮説を設定する。その仮説や暗示からニーズの表現を
しようとする方法である。この方法は比較的近年に発達してきた。 
（ 6 ) 「困った」とか「面倒だ」とか「厭だ」ということを思ったとき、何でそう思ったかを考えて、
それをニーズに変換する 
たとえば、手袋をして本を読んでいたらページが捲れない。「困った!」と思ったとき、そこにニー
ズを気づく。この場合、「手袋をしたままでページを捲ることができる手袋」というのがひとつのニ
ーズになる。 
この考え方は（ 2 ）で述べた、欠点を挙げる方法とよく似ている。あえて両者の違いを述べると、
（ 2 ）は論理的に意識的に欠点を挙げるのに対して、本（ 6 ）はまず感覚的に無意識的に（欠点を）
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感じてしまうことである。もっと言うと、（ 2 ）は欠点を挙げる、という思考プロセスを始めから行
うのに対して、（ 6 ）では、思考プロセスは感情が発現したあとで始める。いずれにしても（ 2 ）と
（ 6 ）との違いは微妙である。 
（ 7 ） 既知のニーズに戻って、そのニーズに類似した他のニーズを見つける 
手袋の目的（機能）のひとつは、「手を寒い空間に直接触れさせない」ことであると考えられる。
この目的（機能）は、手袋について多くの人々が知っているニーズの 1 つとも言える。このニーズ
をつぎのような言い方に変えてみよう。「手を寒い空気に直接触れさせない」と変える。そしてこれ
を新たなニーズとする。このニーズによって、空気を通さない素材で、たとえばビニールなどで手袋
を作る案が発想されうる。 
同様な考え方で、「手を暖かくする」というニーズに変えると、手を暖かくする物の企画になって
くるだろう。たとえば、手袋型のカイロを作ることが発想されうる。これもまた商品企画のためのニ
ーズを発見したと言って良いのではないか。 
この方法は、すでに認識しているニーズを言語で表現して、つぎにそのニーズを参考にして別のニ
ーズを発想・発見しようという考え方である。 
（ 8 ） 見た目は同じ物だが、それとは異なる機能を見つけてその機能をニーズとする 
手袋の形をしてはいるが、機能の異なる物を考えることもできる。たとえば、手に水分や塩分を振
れさせないための手袋がある。つまり、調理をするときなど、素材から発生する水分などを手に触れ
させない方がいい場合があるが、これはそのための手袋である。これはひとつのニーズになりうる。
このニーズを満たす手袋を作ろうとすると、水分を通さないビニール製の手袋を発想しうる。調理以
外にも土いじり用手袋や手術用手袋などがありうる。他にも探せば、あるいは思いつこうとすれば、
ありうる。たとえば、生菓子や果物を、その一部を手に付けずに食べようとする場合に、フォークや
ナイフの代わりに手袋を使用することを考えると、これは新しい手袋のニーズとなる。このニーズか
らポリプロピレン製の手袋を発想しうる。 
この考え方は、つぎのような思考手順になっていると考えられる。まず興味を持っている現存物
（たとえば手袋）について、それと視覚的によく似た物（調理用手袋）を探す。つぎにそれとよく似
た物の用途（手に生菓子や果物のかけらを付着させないようにすること）を明確にする。明確にした
用途が現存物の用途と異なるならば、現存物をこの用途専用に作り直すことを考える。どのように作
り直せばよいかを考え、その考えを表現したときこれを新たなニーズ（生菓子や果物のかけらを手に
付着させずに食べる手袋のような道具）とする。 
 
 2 ．2 ニーズの見つけ方の整理 
以上、思いつくままに 8 つ挙げた。これらには重複している部分もある。また、方法とはいえない
ものもありうる。「方法とはいえない」とは、作業手順を明確に定めることができないものをいう。つ
まり、「ニーズの見つけ方」になっているとは思えないものもある。そこで、ニーズの見つけ方につい
てもう少し整理してみよう。 
─   ─ 5
まず、前項で挙げた見つけ方について、それらが異なった方法だとするとどこが異なっているのか、
その相違点と思われる部分を抜き出してみる。 
（ a ） 個人のニーズか、何人かのニーズか。 
（ 1 ）は、単に 1 個人（客）に尋ねて回答してもらった手袋に対するニーズである。それに対して、
アンケートを取ってニーズを探る場合は、個人ではなく何人かを対象とする。 
（ b ）  1 つのニーズをそのままニーズとしたか、それとも複数の異なるニーズを総合化して 1 つのニ
ーズにしたものか。 
（ 3 ）、（ 4 ）、（ 5 ）は、何人かの人に尋ねて回答を得る方式である。それらの回答のなかで、互い
に異なる回答があったら、それらを 1 つに纏めて 1 つのニーズとして纏め上げる。 
（ c ） 意識的にニーズとして纏めたか、それとも自然発生的なニーズとなったか。 
（ 6 ）は、「困った」とか「面倒だ」とか「厭だ」ということを思ったとき、それがニーズになる
ということであった。これは始めからニーズを探索しようとか、明確にしようとかしてニーズを発見
したとは必ずしもいえない。つまり意識的にニーズを発見しようとして発見したわけでもないように
思える。短絡的に考えるとセレンディピティとも考えられる。 
以上、 8 つの見つけ方についてその相違点を整理した。この整理をもとに、さらに見つけ方を次節の
ように整理する。 
 
 3 ．ニーズの言語表現 
前節では、ニーズをどのようにして見つけたか、あるいはどのようなプロセスでニーズが出現したか
を、具体例を使用して列挙した。そしてそれらの相違点を整理した。しかしもう一つ、重要な相違点が
ある。それはニーズを言語表現化しているかどうかである。そこで、ニーズの言語表現化について考え
ていく。 
 
 3 ．1 言語表現が必要なニーズ 
第 2 節で述べた例（ 1 ）は、客にニーズを尋ねるという方法であった。これは言語を通して認識した
ニーズであるということができる。というのは、客が、尋ねた人に自分の考えているニーズを伝えるに
は言語を使用する必要があるからである。自分以外の人にニーズを伝達するには、言語を使用せざるを
得ないと考える。 
もしそうだとすると、尋ねられた客は、すでに言語として表現できるようなニーズを頭の中に有して
いたと考えられる。あるいは、尋ねられたその場で言語表現化したのかもしれない。いずれにしても、
客はニーズを言語で表現した。 
（ 3 ）の例（何人かの回答群を纏める方法）も同様に、すでにニーズは言語化されている。というの
は、（ 3 ）もニーズを人に尋ねるという方式だからである。（ 7 ）もそうである。（ 7 ）は（一つのニー
ズを他のニーズに置き換える方法）、すでに言語化されたニーズを基に新たなニーズを発想しようとす
る方法だからである。 
─   ─ 6
それらに対して、（ 6 ）は必ずしもそうとは言えない。「困った」とか「面倒だ」とか「厭だ」という
ことを思ったとき、その人はそのとき感じた感覚に基づいた感情を表現してはいるが、ニーズを表現し
ているとは言い難い。これをニーズとして認識するには、ニーズの表現に変換する必要があるのではな
いか。そして、ニーズに表現するとは、言語で表現することであると筆者は考える。なぜなら、言語で
表現しなければ、自分以外の人に伝達できないと考えるからである。 
さて、前節の例（ 4 ）は、「尋ねる」わけではないが、情報を集めるという方法であった。情報は多
くの場合、言語表現による情報が中心になっている。たとえば「ここら辺は冬は手が寒い」という情報
を得たとき、それはヒアリングで聞いたとしても、あるいは呟きであったとしても、言語による情報で
ある。これもまた、言語に依らなければ他の人には伝えることができないからである。 
一方、当地の人達の手に霜焼けができているのを見て、「ここら辺は冬は手が寒い」と思うに至る場
合もある。これは、言語を使用して考えたためであると推定される。これはまず、人々の動作や現象を
見て、当地の人々のニーズを推定し、そのニーズを言語で表現したものと考えられる。 
以上は、他人に伝える必要があるために言語化したニーズであるということができる。 
 
 3 ．2 言語表現が不要なニーズ 
前項では、ニーズを他人に伝えるためには言語表現せざるをえないことを述べた。しかし、このこと
を逆に考えると、他人に伝えることを考えなければニーズを言語で表現する必要はないということがで
きるかもしれない。 
たとえば、手袋の配色をデザインする場合を想定してみよう。ただし、本稿でいうデザインとは、い
わゆる日本語の“デザイン”ということにする。 
配色をどうするかは、デザイナーが自分で勝手に考えればいい、という考え方もあるだろう。この考
え方に基づくと、ニーズを言語で表現する必要はない。デザイナーが自分の感覚で感じたとおりに配色
すればそれでよい。つまり、配色のデザインを言語で表現する必要はない。それでも、ニーズはそこに
存在しているといえなくない。なぜなら、少なくともデザイナーの頭の中で考えているニーズが多分入
り込んでいると思うからである。 
このような考え方は、デザインだけに限らない。（ 6 ）の例がそうである。「困った」とか「面倒だ」
とか「厭だ」ということを思ったとき、それを思った人が、自分で困らないように工夫するとか、面倒
にならないような工夫をすればよい。そしてその結果、工夫した製品が他人にも売れるようであれば、
商品企画はできたことになる。つまり、ニーズを言語表現する必要はなかったことになる。この例の場
合も、工夫した人のニーズは存在していたと言える。 
そして、手袋の配色の例と（ 6 ）の例に共通するもう 1 つは、いずれも感じた感覚に基づいた感情表
現が根底にあることである。 
一方、日本語で言う“デザイン”は、一般に言語による表現が難しいために、言語表現されないとも
思われる。 
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 4 ．ニーズの認識の必要性 
 3 . 2 では、言語表現を行っているとは思われないニーズについて述べた。とすると、ニーズは言語
表現する必要もとくにないと思われるかもしれない。しかしそんなことはない。ニーズはできるだけ言
語表現したほうが良い。その理由の主なものはつぎの 2 つである。 
 1 つは自分以外の人間にニーズを伝達できること。そのことによってさらによい設計ができる。もう
一つは、ニーズを言語化することによって自分一人でもさらに良い設計をすることができるためである。
この 2 つについて以下に述べる。 
 
 4 ．1 伝達するための言語化 
まず、伝達について考えてみよう。すでにところどころで述べてきたように、ニーズが言語化されて
いると他の人に伝えやすい。ニーズを他人に伝達できると、自分以外の他の人間と一緒に思考を深める
ことができる。 
たとえば、設計しようとしている手袋のニーズを、「手を保温すること」と想定していたとする。こ
のことを同僚に話したら、彼は、「手を暖めること」というニーズも考慮してみてはどうか、と言った
とする。よく考えると、「保温すること」と「暖めること」は、似たような概念だが、異なる。保温は
現状の温度をそのまま保つことだが、暖めるは現状の温度よりも高くすることであるとも考えられる。
こうして、どちらのニーズを採用するかの議論がなされ、お客のニーズによく当てはまる表現を選択す
れば、よりよい設計ができることになるだろう。 
このような議論ができた大きな理由はニーズを言語化している点にあると考える。言語化しているた
め自分以外の他の人に伝えることができた。また、言語化しているため、よく似たニーズが異なるニー
ズであることを発見できることもある。そのことを自分一人で考えるのではなく、他の人に気づかされ、
そして議論ができた。 
 
 4 ．2 良い設計をするための言語化 
一人で商品を作っていく場合は、ニーズを言語化せずに黙々と、つまり、感覚を頼りに作っていくこ
とがいいのだろうか。 
そのような場合もあるが、筆者は一人で作っていく場合もニーズを言語化できるなら言語化したほう
がいいと考える。その理由は、言語化することによって、ニーズをさらにレベルの高いニーズに変更・
修正・追加できやすくなるからである。 
「保温すること」と「暖めること」という 2 つのニーズ表現は、一人でも考えつけないことではな
い。他の人がいたほうが気づき易いことが多いというだけで、自分一人でも考えつかないことではない。
そして自分一人で考えついたら、そのどちらが良いかを考えていけば、より良い設計になっていくであ
ろう。 
そして、一人の場合はとくに言語化したほうが、「保温すること」と「暖めること」という 2 つのニ
ーズ表現を考えつきやすいのではないか。言語表現をしないで、ただ一人で手袋を見ていても、あるい
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は手袋を嵌めていても、この 2 つのニーズには気づきにくいのではないか。 
言語化が必要である理由は、人間は言語で考えるからだといわれるからである。言語にすると思考が
進みやすくなる。そして、思考作業の中には言語化の作業も含まれている。つまり、言語化という思考
作業を行うとも考えられる。 
そしてニーズを言語化したとき、ニーズを把握したと言えるのではないか。さらに、言語化していな
ければニーズを認識したとはいえないのではないか。そうだとすると、きれいな色の配列を思いついた
だけではニーズを認識したとはいえない。また、“困った”とか“面倒だ”と思ったときもニーズを認
識したとはいえない。 
 
 5 ．ニーズの認識とその手順 
前節で整理した結果を踏まえて、ニーズの認識の手順をつぎのような思考順序として纏めてみよう。 
（ 1 ） 感覚的にニーズらしきものを個人の頭の中に感じる。 
たとえば、“困った”と感じれば、ニーズらしきものが発生される準備が整った状況になったと解
釈する。“寒い”と感じたとき、「暖かい手袋」というニーズを発想するかもしれない準備が整ったと
解釈するのである。この段階はまだニーズを纏めようということは意識していない状態である。いわ
ば、直感である。 
（ 2 ） 個人の頭の中に感じたニーズらしきものを、 1 つのニーズとして意識的に思考して、それを言語
で表現する。 
たとえば、“寒い”と感じたら、“寒さから逃れるようにするにはどうすればよいか”をひとまず意
識的に考える。つぎに“それには布などで手を覆えばよい”と考えてみる。 
これは思考をしていると考えられる。思考しているとすると、この思考プロセスは、（文字で表現
しているかどうかには拘わらず）、言語を使用していると考えられる。 
（ 3 ） 上の（ 2 ）で、言語で思考したニーズらしきものを、ニーズの形式の言語表現にする。 
たとえば、「手を布で覆う」という言語表現する。 
（ 4 ） 上の（ 3 ）で言語化したニーズを、必要があればさらに言語による思考をして、より良いと思わ
れるニーズに表現し直す。 
このプロセスでは、類似ニーズが複数個出現したら、それらを 1 つのニーズに纏め上げる作業も含
める。纏め上げるとは次の作業をすることである。 
① 単にニーズを加え合わすか、 
② 一部のニーズまたは全部を修正するか、 
③ 一部のニーズを変更するか、 
④ 新たなニーズを追加する。 
たとえば、「鉛筆で字が自由に書けるようにしつつ、手を覆う」。これは「手を覆う」というニーズ
と「（手を覆っても）鉛筆で字が書けるようにする」というニーズを加え合わせたものである。これ
らの手順を図式化したものを図１に掲げる。 
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            手      順               例          
現象または    1 感 覚 的 に 感 じ る      （「困った!」と思うこと）      
手順      ↓       ↓ 
        ↓    2 感じた感覚を言語化    「ページを繰れないこと」と表現  
        ↓       ↓ 
        ↓    3 ニーズ形式の言語表現化  「嵌めたままページを繰れる手袋」 
        ↓       ↓ 
        ↓    4 （必要があれば）     「嵌めたままページが繰れ、 
        ↓     ニーズをより良いものに    打鍵もできる手袋」       
        ↓       ↓ 
      製 品 化  製  品  化        滑り止め付き極薄手袋      
 
名  称  デ ザ イ ン  設     計 
 
（左の矢印は感覚で認識するのに対して右の矢印は言語化する） 
図１ ニーズの認識手順 
 
図１は、ニーズを認識するルートが 2 つあることを意味している。 1 つは左側のルートで、感覚的
に感じたことを（言語化せずに）ニーズを認識し、そのままダイレクトに製品化する手順。もう一つは
右側のルートで、ニーズを言語化して製品化する手順である。右側のルートでは、必ずしも（ 1 ）の
「感覚的に感じる」手順を経る必要はない。（ 2 ）の「言語を通して認識」することから始まってもよ
い。 
そして、右側のルートは（日本語の）「設計」と呼ばれるもの、左側のルートは（日本語で言う）デ
ザインであると、筆者は定義づける。 
 
 6 ．ニーズの認識方法としての目的（機能）展開 
 6 ．1 目的（機能）展開とは 
ワークデザインの手順である、目的（機能）展開というのは、「それは何のために？」と自問し、自
答する思考法である。そして自答したことについてまた「それは何のために？」という問いかけをし、
また自答する。これを繰り返し行っていく。たとえば、つぎのようである。 
 
T：手袋 
↓（何のために？） 
F0：手を布で覆う 
↓（何のために？） 
F1：手を外部に直接晒さない 
↓（何のために？） 
F3：手を寒い空間に直接触れさせない 
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↓（何のために？） 
F4：手を寒い空気に直接触れさせない 
↓（何のために？） 
F5：手の元々の温度を手の周りが変化しようとも手に保たせる 
↓（何のために？） 
F6：手の温度を常に通常の温度に保つ 
↓（何のために？） 
F7：どんな環境であろうと、手を通常通りに働かす 
↓（何のために？） 
F8：どんな環境であろうと、通常通りにパソコンの操作をする 
↓（何のために？） 
： （以下、省略） 
 
これは手袋から始めた目的（機能）展開例である。各 F は目的表現、あるいは機能表現という。こ
の展開例の F3（手を寒い空間に直接触れさせない）はすでに、第 3 節で出現した表現である。F3 の目
的（機能）を自問した結果 F4（手を寒い空気に直接触れさせない）がその回答として表現されている
が、この F4 も第 3 節で出現している。さらに、F8（どんな環境であろうと、通常通りにパソコンの操
作をする）も、解釈のしようによっては第 2 節で出現したニーズの 1 つと考えられる。これらのこと
は、目的（機能）展開をすると、変形されたニーズが表現できうることを意味している。変形されたニ
ーズは、解釈の仕方によっては新ニーズということが言える。つまり、目的（機能）展開をしていくと、
新ニーズを発見できる場合があるということが言える。これは第 2 節の（ 7 ）の発見の仕方と似てい
る。 
第 2 節では、“目的の展開”はもちろん“目的”という考え方には触れていない。このことは、“目
的”という考え方をしなくてもニーズは見つけられることをいっているともいえる。しかし本節でみた
ように、目的を考えると、あるいはさらに目的（機能）展開という考え方をすると、第 2 節で出現し
てきたニーズの多くが考えだされうるということも意味していると考えられる。このことはさらに、目
的（機能）展開をすると、ニーズが発見できる、あるいはニーズを発見しやすくなる、ということがい
えるのではないかと思われる。 
 
 6 ．2 目的（機能）の表現はニーズ表現 
上の例にもあるように、ワークデザインの目的（機能）展開は、まず、ある物または行為の目的（機
能）を言語で表記する。そしてつぎつぎとその目的（機能）を表現していく。これらはすべて言語で表
現していく。この目的（機能）表現は、考え方によってはニーズを言語で表現しているとも解釈できる。 
そうだとすると、目的（機能）展開は、いままで必ずしも意識的に認識してはいなかったニーズを新
たに意識的に認識できる能力を有していると推定される。そうだとすると、目的（機能）展開法は、ニ
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ーズを発見・認識する 1 つの方法として位置づけることができる。 
さて、新ニーズが出現したら、そのニーズを反映した物を設計すると、新商品ができうる。その設計
方法もまた、ワークデザインには準備されている。しかし、本稿では設計方法については言及しない。
ニーズから設計をしていく手順についてはすでにその一部を述べた２）。 
 
 7 ．おわりに 
本稿では、ワークデザインの目的（機能）展開法によって新しいニーズを認識できることを具体例を
使って示した。そしてそのニーズを反映した新商品を設計する方法もワークデザインには存在する。 
もともとワークデザインは、“作業の設計”をめざして開発された手法であった。その後、ワークデ
ザインは作業の設計だけでなくさまざまなものに応用できることがわかってきたが、本研究では、目的
（機能）展開法がニーズの発見およびニーズの認識に有効に使えることを示した。 
なお、本研究の思考過程における副産物として、つぎのことを付記する。 
（ 1 ）ニーズは、言語で表現したほうがよい。ニーズを感じただけ（つまり感覚だけ）では他人に伝わ
りにくい。より良い商品にしていくには多くの人達で思考していくほうがよいが、そのためにもニ
ーズを言語で表現したほうがよい。 
（ 2 ）“ものごとを言語で認識すること”と“ものごとを感覚で感じること”とは対極的な概念であると
考える。前者は“設計”の対象になり得る。それに対して、後者は、言語化せず（できず）に感覚
のままでいくと、“設計”作業ができにくく、“（日本語で言う）デザイン”として、直感的な作り
方をせざるを得なくなってくるように思われる。 
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